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 坂町史等によると、弘
こう

治
じ

２（１５５６）年に宮崎沖海浜に航海漁業

の守り神、商売繁盛の神として勧請
かんじょう

され、慶長
けいちょう

２（１５９７）年には

旧役場付近の地（総頭川下流にできた中州
な か す

の島）に祠
ほこら

を建てて祀
まつ

りま

した。 

 寛
かん

文
ぶん

２（１６６２）年、祠を社殿に建て替え、この時、横浜地区の

恵比須社がこの神社の分社として勧請され、明和
め い わ

４（１７６７）年に

再度再建されることになりました。その後大正
たいしょう

４（１９１５）年までの記録はありませんが、文化
ぶ ん か

１１（１８１４）年に宮

崎新開が拓かれたことで、八幡神社前の干潟
ひ が た

が干拓され馬場
ば ば

道
みち

が造られました。これにより恵美須社を八幡神社の御旅所
お た び し ょ

と

して御輿
み こ し

が来社して祭事が行われていたようです。 

 大正４年に再建された際の棟
むな

札
ふだ

によると、この社
やしろ

は坂全体の社であったと思われます。また、昭和初めころには商店主が

中心になって１１月にはえびす講が行われるなど賑
にぎ

わいがありました。 

昭和２５（１９５０）年役場の新築工事のため、この地を離れ昭和３９（１９６４）年に現在地に遷座
せ ん ざ

されました。その

後、平成９（１９９７）年に地区の世話人が募金を集め、拝殿
はいでん

の改修を完了しました。 

 八幡神社の秋祭りには平成２８（２０１６）年に奉納された子供御輿が御旅所として来社しています。また、当社で森浜屋

台と横浜曳船
ひきぶね

の互いに協力を誓う目録交換と寄進
き し ん

の安全を願う祭事を行っています。 
坂町教育委員会 



 

 

    

 

 


